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広 報しようわ 昭和 61年11月1日発行 (2 ) 

崎 将納品ぷJl~ft/J 憲良一
350人の精鋭そろう/ 歓迎のあいさつをする泉町長

大成功(甲府昭和高校ブラスバンド部) 押中生徒によりプラカード 見ごとな花の飾りつけ

l爵麟盟三ιLJ数，

匡司

種 53IJ JI国 位 都道府県名 得点

第 位 山 梨 16 

♀fI'J公G、
第 2 位 神 奈 川 12 

第 3 位 左ι-'-王a 手 10 

第 4 位 有色 本 8 

δ口、
第 5 位 東 京 6 

第 5 位 ，鳥 取 6 

第 5 位 広 島 6 

成
第 8 位 三円金三 森 1.42 

第 8 位 4届 島 1.42 

第 8 位 群 ，馬 1.42 

第 8 位 千 葉 1.42 
理J主貝 第 8 位 奈 良 1.42 

第 8 位 島 根 1.42 

第 8 位 鹿 児島 1.42 

種 53IJ JI国 t'L 都 道 府 県名

第 位 山 梨

成年男子
第 2 位 石'-'-' 手

第 3 位 東 尽

第 3 位 ，鳥 取

第 位 神 奈 j'l 

少年男子
ト第 2 位 貧民 本

第 3 位 山 梨

第 3 位 広 島



( 3 )昭和 61年11月 1日発行 広報しようわ

がつ

選手・役員などに喜ばれた接待 試合放送は甲府昭和高校の皆さん クロ一巳ノグは高校ボクシング部員

お出迎えする泉町長 大会期間中 5千鉢の花や会場美化などに協力いただいた美化協力員の方々

A歓送かいじの精鋭再会約す



昭和 61年11月 1日発行 (4) 

昭
和
六
十
年
度

一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
決
算
が
九
月
の
定
例
議
会
に
お
い

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
は
、
町
の
お
金
が
ど
乙
か
ら
、

ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
ん
な
ふ
う
に
使

わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、

い
わ
ば
各
ご
家
庭
で
行
わ
れ
る
家
計
簿

の
整
理
と
同
じ
で
す
。

昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

当
初
二
四
億
七
七
三
万
四
千
円
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
入
っ
た

お
金
は
、
三
二
億
二
、
七

O
七
万
九
千

円
で
、
使
わ
れ
た
お
金
は
、
コ
二
億
八
、

七
七
六
万
三
千
円
と
な
り
、
残
っ
た
三
、

九
=
二
万
六
千
円
は
、
昭
和
六
十
一
年

度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

円千っ“万

fu
5

《

i

、、J
F
h
d

他
山
U
4

・A
性
/
九

入
億

了
、
ノ
噌
E
よ

諸

わ-つよ

ーの繰持拡前き
ぬまn活躍:妥当主主主i

し報広

-
入
っ
た
お
金
の
中
味
は

歳
入
決
算
額
は
、
や
は
り
産
業
の
町

を
標
ぼ
う
し
て
い
る
よ
う
に
町
税
は
二

三
億
七
、
九
二
二
万
六
千
円
で
、
総
額

の
七
三
・
七
労
を
占
め
て
お
り
、
昭
和

五
十
八
年
度
か
ら
の
地
方
交
付
税
の
不

交
付
団
体
を
固
持
し
て
い
ま
す
。

-
使
っ
た
お
金
の
中
味
は

歳
出
決
算
額
の
う
ち
、
最
も
大
き
い

も
の
は
、
民
生
費
の
十

一
億
六
、
二

O

二
万

一
千
円
で
、
乙
れ
は
総
合
会
館
建

設
等
の
事
業
が
あ
っ
た
も
の
で
、
総
額

の
三
六
・
五
Mm
を
占
め
、
続
い
て
土
木

費
、
教
育
費
、
総
務
費
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

繰入金
6，150万5千円
(1.9%) 

財産収入
1億 2，109万
( 3.8 %) 

県支出金
1億8，869万7千円
( 5.8 %) 

:町税の収入状況(鴻額I
昭和 55年度

昭和 56年度

昭和 57年度

昭和 58年度

昭和 59年度

町
税
の
収
入
状
況
(
決
算
額
)

電気税 町たばこ その他つ

消費税

111，670円 90，135円 14， 799円 4， 526円 937円

白|関 院中三言 dミ

(単位:千円)

昭和 60年度

(単位 :千円)渇水対策事業特別会計

設涌f融自 I %~ ゆ を 円 …

6.417 入収諸5，602 渇水対策費

6.417 入雑5.602 

;額F

173，432 

173.432 

49，583 

49，583 

15.620 

15，620 

12.344 

12，344 

4.669 

4.669 

3 

3 

金 制 |記憶λ科
239，必611支払基金交付金

239，必6 11 支払基金交付金

940 11国庫支出金

940 11 国庫負

163 11繰入金

163 11 一 般会計繰入金

0 県支 出金

O l県 負 担

繰越金

繰越

諸収入

雑入

延滞金及加算金

預金利子

総額

老人保健特別会計

担金

k科

医療諸費

医療

諸支出金

償 還

総務費

総務管理費

予備費

予備

費

金

諸

金費

金

198 金越繰O 費備

198 

6，615 

金

額

越繰

総

O 

5，602 

費

額

備予

総

0 

0 

255，651 240，569 額総



(5)昭和 61年11月 1日発行

一一般会計…

歳入 (単位:千円〉

町 税 2， 379， 226 

固定 資 産 税 1. 196， 431 

町 民 税 965. 709 

電 気 税 158. 564 

町 た ば こ 消 費税 48. 500 

軽 自 動 車税 8. 349 

特 別 土 地 保 有税 1. 232 

カ‘ ス 税 441 

国庫支出金 27 6，0 9 9 

国 庫 補 助 金 224. 049 

国 庫 負 担 金 47. 115 

委 託 金 4. 935 

県支出金 188， 697 

県 補 助 金 176. 165 

県 負 担 金 9. 229 

委 託 金 3. 303 

財産収入 121， 090 

財産運用収入 58. 900 

財産売払収入 62. 190 

繰入 金 61， 505 

繰 越金 53，610 

諸 収 入 40. 373 

町預 金利 子 21. 734 

車産 入 18. 458 

延滞合加算金及過料 181 

分担金 及 負 担 金 37. 784 

使用料及手数料 2li. 929 

自動車取得税 交付金 19. 862 

地 方 譲 与 税 19， 451 

交通安全対策特別交付金 2， 384 

寄 付 金 69 

地 方 プJで 付 税 。
町 債 。

給: 額 3， 227. 079 

歳出

民生費 1. 162，021 

社会福 担t 費 1. 022. 954 

児童 福 祉 費 139. 067 

災 笠田佐 救助 費 。
土 木 費 645， 62 g 

者F 市 計 商 費 323. 056 

道 路橋 りょ う費 261. 755 

土木 管 玉里 費 37. 690 

河 ;I[ 費 14. 242 

住 宅 費 8. 886 

教 コ円'" 費 359. 598 

教 育 総務 費 119. 794 

保 健 体 育 費 93. 636 

ノト "F 品4 校 費 92. 701 

社 会 教 育 費 27. 963 

中 学 校 費 25. 504 

総務 費 310， 460 

総 務 管 理 費 253. 112 

徴 税 費 36. 410 

戸籍住民基本台帳費 13， 090 

監査 委 員 費 5. 432 

統計 調 査 費 2， 076 

選 挙 費 340 

公 債費 300. 875 

公 債 費 300. 875 

農林水産業費 178. 289 

農 業 費 178. 289 

衛 生 費 95， 082 

保健 衛 生 費 56. 315 

滑 掃 費 38. 767 

1肖 防費 81.497 

r肖 防 費 81， 497 

議会 費 47， 555 

議 4ヌ2ズト 費 47， 555 

商 工費 4， 787 

商 工 費 4， 787 

災害復旧費 1. 970 

災 害 復 !日 費 1. 970 

L 坐 額 3， 187. 763 

広報し よ うわ

消防費・議会費他
1億 3.580万9千円

( 4.2% ) 

衛生費 9.508万2千円
( 3.0 %) 

農林水産業費

1億7，828万9千円
( 5.6% ) 

一京

ぷ
一長んい

民生費 |土木費|教育費|総務費|その他

108， 458円 I60， 260円 I33， 563円 I28， 977円 I66， 274円

国民健康保険特別会計 (単位:千円)



「
町
民
総
参
加
の
町
政
」

困
問
号

E
a
u
-

昭和 61年11月 1日発行(6 ) わつよし幸E広

O 

ス
タ
ー
ト

乙
の
町
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
各
地
区
よ

り
男
女
各
一
名
を
推
せ
ん
い
た
だ
い
て
、

広
く
町
民
か
ら
の
町
政
全
般
に
わ
た
る

諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
、
要
望
を
求
め
、

有
効
適
切
な
町
政
運
営
の
指
針
と
す
る

為
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
今
回
は
第
一

次
と
し
て
各
地
区
二
四
名
の

モ
ニ
タ
ー

を
十
月

一
日
付
で
委
嘱
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
町
政
モ
ニ
タ
ー
は
次
の
方

々

で

す

。

(

敬

称

略

)

八
地
区
〉

〈

氏

名

〉

〈

電
話
〉

西
条

一

区

長

津

史

夫

七
五
l
二
六
五
九

10月 1日町政モニター委嘱状交付式(役場/

西
条
一
区

西
条
二
区

西
条
三
区

清
水
新
居

清
水
新
居

西
条
新
田

西
条
新
田

押

越

押

越

河
東
中
島

河
東
中
島

紙
漉
阿
原

紙
漉
阿
原

築
地
新
居

築
地
新
居喰

飯飯河河上

河

東

上

河

東

堀高保高石窪
内野坂 野原田

塩

田

麻

子

三
神

輝

雄

小

林

好

江

戸

倉

照

雄

鷹
野
ゐ
つ
子

秋

山

久

幸

花
形
千
鶴
子

坂

本

馨

輿
石
さ
車
代

西西喰

京
子

政
彦

里
志

全
一

泰
子

照
夫

七
五
|
二
八
四

O

七
五
|
二
二
九
五

七
五
|
二
六
八
二

二
四
|
六

O
九
三

二
四
|
六
六
八

O

七
五

三
二
七
六

七
五
!
三

O
四

一

七
五
1

三
O
二
五

七
五

|
=
二

二
八

七
五
l
三
四
五
三

七

五

|
一
二
三

O

七
五
|
三
四
七

一

七
五
l
二
三
六

O

七

五

|
三
六
七
四

七
五
!
こ
七
五
六

七

五

二

九

七

O

七

五

|
二
九
七
九

七
五
l
二
五
八
八

七
五
l
二
九

O
四

七
五

二
二
二
九

七
五
!
二
八
四
四

七
五
|
三
四
二
三

七
五

|
三
五
二
二

品

同
条
を
流
れ
る
鎌
出
川
は
源
氏
蛍
の

山
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
全
国
一
と
い
わ

日
れ
て
い
た
。
昭
和
五
年
に
国
の
天
然
記

一
念
物

K
指
定
さ
れ
(
昭
和
日
年
解
除
)

a

昔
は
蛍
合
戦
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
が

今
で
は
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

て
、
淋
し
く
記
念
碑
が
立
ち
昔
語
り
と

し
て
伝
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

町
で
は
、

ζ

の
記
念
碑
の
周
辺
を
き

れ
い
に
整
備
し
て
将
来
は
ホ
タ
ル
を
生

か
す
計
画
も
あ
り
、
い
ま
か
ら
十

一
月

末
の
公
園
完
成
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て

いマ。。

泉町長より委嘱状を受けるモニター

細民聴さヲル窃梓@旭公園恒窟号

本
町
で
は
『
町
民
総
参
加
の
町
政
』
を

町
政
執
行
の
基
本
次
事
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
本
質
は
、
町
民
乙
そ
町
政
の
主

人
公
と
い
う
理
念
の
も
と
に
町
政
に
反

映
さ
せ
る
乙
と
に
よ
っ
て
町
民
と
町
政

が
常
に
一
体
感
を
も
つ
な
か
で
、
町
民

本
意
の
町
政
を
推
進
し
て
い
く
乙
と
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と

に
町
民
参
加
の
前
提
と
な
る
公
聴
活
動

の
一
環
と
し
て
、
九
月
か
ら
の
「
巡
回

対
話
集
会
」
に
続
い
て
「
町
政
モ
ニ
タ

ー
」
を
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
の
記
念
碑
(
西
条
二
区
)

A ¥ 

¥令

完成図

山
本

宣
誉

名

執

清

患

今

村

大

和

豊
川
富
士
江

関

新

二

井

上

節

子

上
河
東
二
区
望
月
潤
二

上
河
東
二
区
高
野
順
子



わ

一
瀬
金
造
氏
(
六
十
八
歳
)
は
、
昭

和
三
十
六
年
か
ら
四
十
年
ま
で
山
梨
県

体
育
協
会
理
事
を
努
め
、
ま
た
長
年
に

わ
た
り
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
役
員
や
昭

和
町
体
育
協
会
理
事
な
ど
を
経
歴
し、

特
に
本
町
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
力
を
注
ぎ
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

十
月
三
日
、
東
京
の
東
条
会
館
に
お
い

て
名
誉
あ
る
文
部
大
臣
、
体
育
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

在
京
昭
和
会

、ふ
る
さ
と
昭
和
を
訪
れ
る

-つ

ふ
る
さ
と
昭
和
で
生
ま
れ
育
っ
て
東

京
K
住
ん
で
お
ら
れ
る
在
京
昭
和
会

(
会
長
・
高
野
長
久
氏
〈
西
条
一
区
出

身
〉
)
の

一
行
二
十
四
名
の
皆
さ
ん
が

九
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
と
一
泊
二

日
で
本
町
を
懐
か
し
く
訪
れ
ま
し
た
。

乙
の
日
、
夕
食
会
に
泉
町
長
、
保
坂

収
入
役
を
交
え
、
夜
お
そ
く
ま
で
懐
か

し
い
故
郷
の
話
し
に
花
を
咲
か
せ
、
翌

日
、
町
民
パ
ス
に
乗
っ
て
保
坂
収
入
役

の
案
内
で
町
内
各
地
区
を
視
察
さ
れ
、

移
り
変
わ
っ
て
い
く
郷
土
の
姿
と
、
昔

懐
か
し
い
思
い
出
の
場
所
な
ど
を
見
て

感
動
に
胸
打
た
れ
て
帰
京
の
途
に
つ
き

ま
し
た
。

よし幸良

玄
ロfJ~-'三

犬'" .1

臣
表
立~2~之
← 

を--
受
11去
る

広( 7 )昭和 61年11月 1日発行

河
東
中
島
五
二
四

一

瀬

金

造

氏

大
正
七
年
七
月
二

O
日
生

マイカーは、私たちにとって大変便利です。でも、 一台一台、一人ひとりが自分

の都合ばかりで行動すると、知らず知らずのうちに、ほかの人やお互いの迷惑とな

っている場合があります。

県民の皆さん一人ひとりのマイカー自粛運動の中から、より良い「クルマ社会」

の実現と交通事故や交通渋滞のない「さわやか交通山梨」の実現をめざしましょう。パ百三日完h
/)OOOO~ 
b竺。j令

「ふれあ

ふれあいの山梨・ノーマイカーデ-
11月 1日から、毎月 1日と 15日(日曜日または祝祭日のときは翌日)は、

いの山梨・ノーマイカーデ-Jです。

女 1目、マイカーを離れ、通勤や通学に、歩け歩け、やサイクリングで一汗健康づく

りをしませんか。

女パスや電車を利用し、乗り合わせた人たちとあいさつを交わし、ふれあいを深めて

みませんか。

クルマでは気付かなかった新しいふれあいや、街角の小さな自然、歴史など、

ふるさと新発見がきっとあるはずです。
ふれあいパスタイム

-1日のうち、午前10時から午後 4時までの聞は、

パスがゆったりと、利用できる時間帯です。

女ハンドルは運転手さんまかせ、気軽なショッピング

女ノーハンドル、自由な時間

安久し振りの知人との出会い、はずむ会話

10身近なパスをみんなで愛しましょう。 l
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E語圏圃
-
・
・
空
手
・
サ
ッ
カ
ー
が
共
に
準
優
勝
・
・
・

わ

昭
和
六
十
一
年
の
第
二
十
二
田
中
巨

摩
郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体
育
祭
り
が
、

本
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
町
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
で
は
、
野

球
、
サ
ッ
カ

ー
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

空
手
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
各
部
に
出
場

し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
充
分
発
揮

i
u
土品
I
し
ゃ
~
。

:
:
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
:
・
:

-つよし報広

砂
好
成
績
に
喜
ぶ
昭
和
空
手
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

A
W
サ
ッ
カ
ー

φ

準
優
勝

お

ミ

ニ

バ

ス

ケ

ッ

ト

諮

問

位

(
西
条
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
少
年
団
)

合

空

手

窃

-

団

体

戦

マ

型

試

合

準

優

勝
三
年

・
個
人
型
マ
小
学
中
学
年
八
四
年

優

勝

石

井

智

準

優

勝

保

坂

研

一

三

位
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工事名 ヱ事場所(工淵) 落札金額 落札業者 担当

昭和町総 押越地内 円 日興建設側

合駐車場 s 61. 9. 10 10. 140.000 総務

新設工事 ~6 1. 1 1. 18 押越 2130
源氏ホタル 西条二区地内 (有)河澄工業
発祥の地公 s 61. 9. 20 6，138，000 教育委員〈
園建設工事 ~61. 1 1. 30 押越 1657
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*
血
液
検
査
の
意
義
に
つ
い
て

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
検
査
部

病
院
で
診
察
を
受
け
る
と
、
よ
く

血
液
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は

血
液
検
査
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の

一
般
論
を
概
説
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

生
体
の
全
血
液
量
は
体
重
の
約
八

第
と
い
わ
れ
て
お
り
、
成
人
で
は
約

四

i
六

E
の
血
液
が
体
内
の
血
管
系

を
循
環
し
て
い
ま
す
。
血
液
の
機
能

は
各
種
物
質
の
運
般
と
全
身
の
体
液

性
状
の
均
等
化
に
あ
り
、
川
酸
素
や

栄
養
分
な
ど
の
各
組
織
へ
の
供
給
、

山
代
謝
産
物
の
排
池
、
制
水
や
塩
類

の
調
節
、
州
体
温
の
均
一
化
、
引
細

菌
な
ど
外
敵
か
ら
の
防
衛
作
用
、
な

ど
が
主
な
役
割
り
と
い
え
ま
す
。
も

し
、
生
体
の
ど
ζ

か
で
異
常
が
起
き

る
と
、
そ
れ
に
関
連
し
た
物
質
の
血

中
濃
度
に
変
動
が
生
じ
、
そ
乙
で
血

液
を
調
べ
る
乙
と
に
よ
り
異
常
の
原

因
や
程
度
が
推
測
で
き
る
わ
け
で
す
。

現
在
、
病
院
な
ど
で
調
べ
ら
れ
て
い

る
血
液
中
の
物
質
は
一
般
的
に
は
約

一
0
0項
目
、
特
殊
な
検
査
を
含
め

る
と
約
四

0
0項
目
も
あ
り
、
そ
れ

ら
は
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
乙
と
が

で
き
ま
す
。

ま
ず
、
血
液
中
の
有
形
成
分
で
す

が
、
赤
血
球
は
そ
の
主
成
分
で
あ
る

技
師
長

血
色
素
に
よ
り
酸
素
の
運
搬
を
司
っ
て

お
り
、
白
血
球
は
他
の
免
疫
機
構
と
と

も
に
細
菌
感
染
な
ど
に
対
抗
す
る
作
用

を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
血
球
よ
り

形
の
小
さ
な
血
小
板
は
、
主
に
血
液
凝

固
に
関
与
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
有
形

成
分
の
数
や
形
態
や
機
能
お
よ
び
血
液

凝
固
関
連
成
分
を
分
析
す
る
分
野
を
血

液
学
的
検
査
と
呼
び
ま
す
。

ま
た
、
血
液
の
細
胞
成
分
を
除
い
た

部
分
を
血
棄
と
い
い
そ
の
九

O
M
mは
水

分
で
す
が
、
血
紫
に
は
蛋
白
質
、
糖
、

脂
質
、
窒
素
成
分
、
無
機
物
な
ど
非
常

に
多
く
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
成
分
を
生
化
学
的
に
分
析
す
る

領
域
を
生
化
学
検
査
と
呼
び
、
血
糖
や

コ
レ
ス
ト
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
検
査
、
腎

機
能
検
査
な
ど
は
こ
の
範
鴎
に
含
ま
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
、
健
康
人
の
血
糖
値

は
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
そ

の
他
の
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
に
よ
っ
て
八

0
1
一
O
O
叫
/
d
の
範
囲
で
一
定
し

て
い
ま
す
が
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
分
泌

が
抑
制
さ
れ
た
場
合
な
ど
で
は
血
糖
値

が
上
昇
し
尿
中
に
糖
が
出
ま
す
。
そ
ζ

で
糖
尿
病
な
ど
が
疑
わ
れ
た
場
合
、
そ

れ
ら
成
分
の
血
中
濃
度
を
測
定
す
れ
ば
、

そ
の
測
定
値
は
診
断
や
治
療
に
有
用
な

情
報
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

京田

芯
旦

ザ戊

実

一
方
、
生
体
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
外
敵
に
対
し
て
防
衛
作
用
を
も
っ

て
い
ま
す
が
、
血
液
中
に
含
ま
れ
る
外

敵
自
身
ま
た
は
そ
の
防
衛
機
能
の
結
果

つ
く
ら
れ
る
抗
体
を
免
疫
反
応
を
用
い

て
分
析
す
る
領
域
を
免
疫
反
応
を
用
い

て
分
析
す
る
領
域
を
免
疫
血
清
検
査
と

呼
び
ま
す
。
乙
の
分
野
は
進
展
が
著
る

し
く
、
徴
量
に
し
か
存
在
し
な
い
さ
ま

ざ
ま
な
物
質
を
免
疫
反
応
を
利
用
し
て

測
定
す
る
乙
と
が
可
能
に
な
っ
て
来
ま

し
た
。
最
近
話
題
の
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

の
抗
体
や
癌
細
胞
で
産
生
さ
れ
る
あ
る

種
の
糖
蛋
白
の
分
析
な
ど
も
免
疫
反
応

を
利
用
し
て
測
定
さ
れ
ま
す
。

以
上
か
け
足
で
述
べ
て
来
ま
し
た
各

種
血
液
成
分
の
分
析
法
は
、
近
年
の
著

る
し
い
技
術
革
新
に
よ
り
従
来
に
く
ら

べ
徴
量
の
血
液
で
し
か
も
正
確
に
定
量

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
院
で

は
五

1
七
d
の
採
血
で
約
五

O
成
分
を

分
析
で
き
ま
す
口
生
体
の
状
態
を
把
握

す
る
た
め
の
無
限
と
も
い
え
る
情
報
を

含
ん
で
い
る
血
液
の
分
析
は
、
今
後
も

増
々
発
展
し
て
行
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す。

J側、
.u:. 
画

財
団
法
人

里
仁
会



わ

従
来
実
施
し
て
い
ま
し
た
、
ね

た
き
り
老
人
等
の
短
期
保
護
事
業

も
、
今
ま
で
の
介
護
者
の
居
宅
に

お
け
る
介
護
が
で
き
な
い
理
由
が
、

疾
病
、
出
産
、
冠
婚
葬
祭
、
事
故
、

災
害
、
失
綜
、
出
張
、
転
勤
、
看

護
及
び
学
校
等
の
公
的
行
事
へ
の

参
加
と
い
っ
た
社
会
的
理
由
で
あ

-つよし幸良広( 9 )昭和 61年11月 1日発行

…芸能発表の部… 11月22日、 23日、 24日

カラオケ・民謡・民踊・大正琴・舞踊、

その他~

-・・詩吟の夕べ・・.

x発表会は11月22日午後 6時--9時です。

っ
た
が
、
こ
れ
に
私
的
な
、
例
え

ば
旅
行
等
と
い
っ
た
理
由
も
認
め

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
、
十
月
一

日
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。又

、
こ
れ
と
併
せ
ま
し
て
昭
和

町
で
は
更
に
介
護
者
の
ね
ぎ
ら
い

事
業
と
し
て
独
自
の
実
施
要
綱
を

定
め
ま
し
て
、
介
護
人
手
当
を
年

三
万
円
支
給
し
、
ね
た
き
り
老
人

等
を
二
年
以
上
居
宅
に
お
い
て
介

護
し
た
場
合
は
、
町
長
は
こ
れ
を

表
彰
し
記
念
品
と
し
て
、
特
別
養

護
老
人
ホ

l
ム
短
期
保
護
利
用
券

を
支
給
、
一
日
六
千
円
の
手
数
料

を
五
日
を
限
っ
て
無
料
と
し
、
そ

の
他
の
ね
た
き
り
老
人
は
、
そ
の

状
態
が
六
カ
月
(
痴
呆
性
老
人
に

つ
い
て
は
一

年
)
以
上
継
続
し
て

…ダンスパーティーの夕べ・・・

古楽しい会にしたいと思いますので、

気軽にご参加下さいo

x11月23日午後 6時30分--10時00分

…囲碁・将棋大会…

古参加費 500円(弁当代他)子供から大

人まで、気軽に参加して下さい。

x11月23日午前 9時30分より

…ジュニア展…

す小・中・高生の作品 (図画・習字・工
作・等)を展示いたします。

x11月23日・ 24日

い
る
老
人
と
同
居
し
、
当
該
老
人

を
介
護
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、

年
一
回
介
護
者
を
、
当
該
老
人
か

ら
解
放
、
休
養
し
て
頂
く
た
め
短

期
保
護
を
実
施
、
こ
の
場
合
に
つ

い
て
は
や
は
り
五
日
を
限
っ
て
保

鞭

護
手
数
料
の
半
額
を
町
で
負
担
い

糊

た
し
ま
し
て
、
介
護
者
を
慰
籍
激

励
し
、
介
護
意
欲
の
向
上
と
在
宅

福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
福
祉
課
ま
で

七
五
|
一
一
一
一
一

正しく受けて

企業とあなたの橋わたし

-昭和61年11月 1日--11月30日

雇用保険、

甲府公共職業安定所

公民館教養講座(昭和61年度後期)

昭和 61年 11月 5日(水)

昭和町働く婦人の家

(総合会館 2階)

時間午後 1時--5時

ノマートタイマーとして働く方、働く

乙とを希望している方の相談を受付け

ます。仕事のこと、家庭の乙と、何で

も気軽にご相談下さ L可。

(相談についての秘密は守ります)

0552-52-6779 

昭和 61年 11月5日.......6日

…・・パートタイマー

電話相談・・・

でんわ

きと

講座名 開催日 時 間 参加費 講師名 会場

11月 3日 品橋袈裟彦

社交ダンス 11月10日 午後 7時30分
値 半ヰ

先生

教 室 11月17日 --9時30分 高橋春子

12月 1日 先生
昭

平日

11月 5日 午後 7時30分 中所玉子
町

着物着付け
11月12日

......， 9時30分 テキスト
先生

教室
11月19日

代
秋山里子 中

12月26日 先生

(毎週火曜日)
1， 000円 央

公

11月 5日 午前 9時30分
民

はんてん作
11月12日 --11時30分 材料費講師

り 教室
11月19日

実 費 交渉中
自官

12月26日

(毎週水曜日)
午前 9時~午後 5時じかん

3 737まで

申し込み・お問い合わせ先

昭和町教育委員会 (75) 
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ク

わ-つよし

-生産者の皆さん

-消費者の皆さん

お米は、食糧管理法により自由に売買する乙とは禁止さ

れております。生産したお米は指定を受けた農協等の集荷

業者以外には売渡すことはできません。

予約申込数量や他用途利用米の契約数量のほか、自家保

有米に余裕のある生産者は超過米として集荷業者に申し出

て下さい。集荷は一年中行います。

お米の販売は許可を受けた看板のある小売り屈のみが行

う乙とができます。もし、乙の看板のない屈で販売してい

るとしたら、それは不正規流通米(ヤミ米)です。不正規

流通米には、品質や価格の表示がなく、品質の保障はあり

ません。

報広

火
気
を
多
く
使
用
す
る
時
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
「
防
火
の
大
役
あ
な
た

が
主
役
」
の
統

一
標
語
の
も
と
に
、
全

国
一
斉
に
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま

す。
一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
主
役
で
す
。

焼
死
者
や
尊
い
財
産
を
失
う
火
事
を

出
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

期
間
中
は
次
の
重
点
目
標
の
も
と
に

消
防
訓
練
、
立
入
検
査
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
展
開
し
ま
す
。
機
会
あ

る
ご
と
に
積
極
的
に
参
加
し
て
自
分
達

の
手
で
家
族
や
家
、
町
を
火
災
か
ら
守

る
よ
う
努
め
ま
し

ょ
う。

重
点
目
標

一
、
高
令
者
、
身
体
不
自
由
者
等
を
中

心
と
し
た
死
傷
防
止
対
策
の
徹
底
。

二
、
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対

策
の
推
進
。

三
、
特
定
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
安

全
の
確
保
。

四
、
防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進
。

⑨
今
年
は
火
災
が
増
え
て
い
ま
す

九
月
末
日
現
在
、
す
で
に
九
六
件
、

昨
年
同
期
に
比
べ
二
ハ
件
、
二

O
M
mも

増
え
て
い
ま
す
。

ず 世辞市多é-~市内~_e守
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出
火
原
因
の
上
位
は
た
ば
乙
、
た
き

火
、
こ
ん
ろ
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
ど

れ
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
油
断

が
火
災
と
な
り
、
大
き
な
損
害
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
、
寝
た
ば
ζ

や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
は
し
な
い
。

二
、
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い
。

三
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
し
。

四
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

五
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

六
、
風
巴
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。

:堵

刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売
会

〈
甲
府
刑
務
所
文
化
祭
)

午
前
九
時

1
午
後
三
時

※
十
一
月
二
十
三
日

(
勤
労
感
謝
の
日
)

※
甲
府
刑
務
所
広
場

(
甲
府
市
堀
之
内
町
五

O
O番
)

※
催
し
物
の
内
容

。
受
刑
者
の
製
作
し
た
商
品
の
展
示
即
売
会

各
種
タ
ン
ス
・
各
種
棚
・
碁
将
棋
盤
・
電
話
台
・
焼
却
炉
・
犬
小
屋

昧
そ
・
し
よ
う
ゆ
・
粉
石
け
ん
・
小
豆
ほ
か

約
四
五
種
類
六

0
0
0点

。
協
賛
業
者
の
出
品
即
売

木
工
家
具
・
装
身
具
類
・
寝
具
類
・
野
菜
類
ほ
か

。
地
域
住
民
の
展
示
作
品

盆
栽
・
書
道
・
刺
し
ゅ
う
ほ
か

@
広
報
写
真
パ
ネ
ル

刑
務
作
業
の
実
施
状
況
民
間
協
力
者
の
活
動
状
況

@
軽
食
コ
ー
ナ
ー

※
問
合
せ
先

甲
府
刑
務
所
作
業
課

電

O
五
五
二
(
四

一
)
八
三
一

一

審

O
五
五
二

(
四

一
)
八
八
七
八

※
駐
車
場
あ
り
ま
す
。

確かめようノ
最低賃金

(
昼
間
の
み
)

-最低賃金周知旬間・

11 月21 日 ~30日
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ご存じですか?遺伝相談
遺伝の病気で、心配や不安をお持ちの人のご相談にの

ります。

・家族や自分自身に生まれっきと考えられる異常

や病気がある時

・結婚しようと思う相手の家族に遺伝に関係する

かもしれない異常や病気がある時

・前の分娩で異常児が生まれたけれど次の子は大

丈夫か

・血族結婚すると遺伝的にはどんな影響があるか

など専門の医師に相談する乙とができます。

Y
B
S
ラ
ジ
オ
で
は
、
毎
週
日
曜
日

の
朝
七
時
五
十
分
か
ら
七
時
五
十
五
分

ま
で
「
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
番

組
で
、
税
金
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
ま
す
。

-つよし幸良(11)昭和 61年11月1日発行

611放
・I

11t送
・1

2 
甲府保健所保健指導課

(電話0552-37 -1381 )すべて

予約制です。電話、手紙、又はお

いでいただいて相談の日時を予約

して下さい。相談内容の秘密は厳

重に守られます。

干 400 甲府市太田町9-1

甲府保健所

相談の申込み

日

無料です。

11 月 12 月 62年 1月 2 月 3 月

5 日 3 日 7 日 4 日 4 日
一次相談

午後 l時~午後 l時~午後 10寺~午後 l時~午後 l時~

21 日 19 日 16 日 20 日 20 日
二次相談

午後 3時~午後 3時~午後 3時~午後 3時~午後 3時~

一一

※
ラ
ジ
オ
番
組

「
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
L

所

用

程

相談場

費

目

iつの
マい脅
ンて色叫
と k 申
税 E 告

な
お
、
テ
ー
マ
は
税
制
改
正
等
が

あ
れ
ば
、
変
更
す
る
乙
と
も
あ
り
ま

す。

税の相談は税務相談室へ

寄
せ
書
き
や
、
絵
も
か
け
るレ

F
ツ

ク

ス

便
利
で
心
の
か
よ
っ
た
電
子
郵
便

ユ
ニ
ー
ク
な
メ
デ
ア
・
:
レ
タ
ッ
ク
ス

は
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ま
で

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

レ
タ
ッ
ク
ス
の
魅
力

郵
便
の
送
達
の
一
部
に
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
を
利
用
し
た
新
し
い
郵
便
シ
ス
テ
ム

で
す
。
と
て
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
、
ま
ど

乙
ろ
も
一
段
と
早
く
届
き
ま
す
。

手
書
き
の
文
字
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を

鮮
や
か
に
電
送
い
た
し
ま
す
。
慶
祝
・

弔
慰
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
ご
利
用
下
さ
い
。

表
現
は
自
由
自
在
あ
な
た
次
第
で
す
。

配
達
日
の
指
定
が
十
日
前
か
ら
で
き

希
望
の
日
に
配
達
い
た
し
ま
す
。

送
達
時
間
・
:
当
日
中
に
配
達
に
な
り

ま
す
が
差
出
さ
れ
た
時
聞
に
よ
っ
て
は

翌
日
に
な
る
と
と
も
あ
り
ま
す
。

用
紙
・

:
B
4
サ
イ
ズ
以
内
は
自
由
で

す。

犬の放し飼いは

やめましょう

飼い犬は、丈夫な綱ゃくさり

など、で、つなぎ、人などに危害を

加えないようにしなければなら

※一次相談後iζ二次相談を行いま才。

⑮
⑫
⑧
⑧
⑧
⑨
 

ない乙ととなっております。

料
金
:
・

一
枚
五

O
O円
二
枚
目
か
ら

一
枚
に
つ
き
三

O
O円
を
加
算
し
て
下

さ
い
。毎

年
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
猟
銃

の
散
弾
に
よ
っ
て
、
各
地
で
電
話
ケ
ー

ブ
ル
が
損
傷
を
受
付
て
い
ま
す
。
散
弾

を
受
け
た
電
話
ケ
ー
ブ
ル
は
、
混
線
や

断
線
と
な
り
通
話
が
で
き
な
い
状
態
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
散
弾
が
か
す
っ
た

だ
け
で
も
、
そ
乙
か
ら
雨
水
な
ど
が
侵

入
し
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

N
T
T
で
は
、
「
発
砲
注
意
」
の
標

識
を
つ
け
た
り
、
パ
ト
ロ

ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
そ
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
が
、
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
是
非
と
も
必
要
で
す
。
ど
う
か
引
き

が
ね
を
引
く
前
に
電
話
ケ
ー
ブ
ル
に
十

分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

放し鱈いにしたために、人?と

かみついたり被害iζあったりと

いう乙とがありますので、放し

飼いは絶対にしないように、飼

い主は十分注意して下さし ¥0

又、野犬をみかけたなら;す

ぐに役場ヘ連絡をして下さい。

田
富
郵
便
局

N
T
T
か
ら
お
願
い

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
へ
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[隼 衛生だよりl
事L 児健康診査

実 施日 受付時占及び地区 該当児 場所

11月 13日 午後西押常22I条時原永時時OC分~昭和6C年 10月生まれ
午後( 地地0300区区う分← 昭和61年 1月生まれ総合

11月 14日 ( 昭和61年 3月生まれ会館
午後

缶詰 ( 地区〉 昭和 61年 6月生まれ

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後3時00分ですのでご承知下さし、。

|母子手帳交付及び一般健康相談日 | 
日 時 11月8日出・ 22目白特何時---11時30分
場 所 総合会館
※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださし、。

妊娠証明書は必要ありません。
※一般健康相談は 40歳以臼コ方を対象に血圧測定、尿検査、栄
養指導などを行い健康についての相談にお答えしていますの
でお気軽にお出かけくださし、。

秋期ポリオ生ワクチン投与

日 時 11月4日(j() 午後 l時---2時
場 所 総合会館
該 当 児 ・ 1回目ー・昭和 61年2月 1日~昭和 61年7月31

日までの出生児0

・ 2回目…昭和60年8月1日~昭和 61年 1月31
日までの出生児0

・昭和61年2月 1日以前に生まれた子で4歳以下
の未投与者。

持ち物 母子手帳・問診票
※追加投与…上記の実施日に投与できなか った幼児について追

加投与を 11月 18日ω0午後 l時---2時まで実施
します。

く注意事項>
O 体温は必ずはかってきて下さし、。
O 問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにして下さい。
O 投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれ下さし、。

〈つぎのような人は投与できません〉
1. 現在下痢をしている入、または発熱している人。
2. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人O

3. はしか・ BCG接種を受けてから 1か月以内の人口
4. 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

12歳児歯科検診|

実 施日 11月7日(合)
受付時間 午後 1時---1時30分
場 所 総合会館
該 当 児 昭和 59年8月1日---11月30日までの出生児
持ち物 母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている

実 施日
受付時間
場 所
該当児

持ち物

コップと歯ブラシ

1歳 6 か月児健康診査

11月17日(局
午後 l時---2時
総合会館
昭和 60年3月 1日~昭和 60年5月31日までの
出生児、及び前回未受診児。
母子手帳・ 1歳 6か月児健康質問票

不用犬猫収集日

日 時 11月28日(金)午前10時20分-10時25分
場 所 目役場前
※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいて下さい。また、猫の

場合は必ず麻袋などの丈夫な袋iζ入れてヒモでしっかり封をし

て下さい。

<犬をお飼いのみなさまへ>
最近、犬の放し飼いによる苦情が多く寄せられています。

犬は必ずクサりなどでつないで飼いましょう。

l 手L児整形外科検診

実施日
受付時間
場 所
該当児
持ち物
その他

11月 19日付9
午後 l時---1時30分

総合会館
昭和61年6月 1日---9月30日までの出生児
母子手帳
昭和 61年6月及び 7月出生児については検診後、
神経芽細胞腫の検査方法の説明と検査セットの配
付を行いますので 60円切手 1枚または現金 60円
をご持参くださし、。

3 種混 合予 防接 種

目 時 11月 21日ゆ午後 1時--2時
場 所 総合会館
該当児 砂I期…昭和59年3月1日~昭和59年8月31日

までの出生児
惨H期… I期3回を完了して 1年から l年6か月以

内の者
惨昭和 57年9月 1日~昭和 59年 2月29日までの

出生児で未接種者
持ち物 母子手帳・問診票
く注意事項>
O体温がはかつてないと接種できません、体温は必ずはかつてく
7ごさし、D

O 問診票の記入もれや押印の忘れがないようにして くださし、。
O 接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださ L、。
〈つぎのような人は接種できません〉
1. 発熱している者、または著しい栄養障害者。
2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。
3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内の

者。
4. インフノレエンザ予防接種後2週間以内の者。
5. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

~核レントゲ y 検診
結核検診は年に一度受けるよう法律で定められています。町では
下記日程により検診を実腕しますので、該当者はもれなく受診し
てくださし、。

<注意事項>
1. 学校、勤務先または病院などで受診された方・受診される方

は町の検診を受ける必要はありませんO この他、何らかの理
由で受診できない方は配付いたします受診票に必要事項を書
きこみ、役場保健課へ提出してくださし、口

2. どの会場でも受診できますが、受診の際には受診票を必ず持
参してくださし、。

※問い合せ 昭和町役場保健課電話 75-2111内線27・28

実 施日 ぷ"z'ミZ、 場 受付時間

11月25日 西条一区第 1公会堂 午前 9: 00 --11 : 00 
ω。 グ 午後 1: 30 --3 : 30 

11月26日 西条一区公会堂 午前9: 00 --11 : 00 句。 西条新田公会堂 午後 1: 30 --3 : 30 
11月27日 紙漉阿原公会堂 午前 9: OO-~ 11 : 00 

併合 河東中島公会堂 午後 1: 30 --3 : 30 

11月28日 飯喰集格センター 午前 9: 00 ---11 : 00 
佐治 河西公会堂 午後却--3 : 30 

12月 1日 上河東一区集会所 午則 9:00--11: 00 
明〕 上河東公会堂 午後 1: 30 '" 3 : 30 

12月 2日 清水新居公会堂 午前 9: 00 --11 : 00 

Gぬ 総合会館 午後 1: 30 '" 3 ~ 30 

結核検診と同時に成人病検診を実施します。
※実施日、会場、受付時聞は結核検診の日程と同じです。
1.検査内容 身長・体重測定、血圧測定、尿検査、血液検査

(肝機能・貧血・総コレステロ 」ル・血糖)

聴打診

2.検査料金 100円 ※ただし、 70歳以上の方は無料で受
診できます。

l献血にご協カくもださい。!

輸血用血液の確保は人聞の生命を守る重要な仕事です
が、これを達成するためには、みなさんの協力が必要です。
日時 11月4日心め午前9: 30--午後3:却

※ただし、 11: 30 --12 : 30までは受付を休ま
せていただきますのでご了承くださし、

場所昭和町役場玄関前
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《
お
も
い
や
り
》

よし

ー
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
よ
う

1

報広

お
も
い
や
り
の
気
持
ち
は
、
親
や
大

人
た
ち
が
教
え
る
も
の
で
は
な
く
、
子

供
と
親
た
ち
の
相
互
の
か
か
わ
り
の
中

で
育
つ
も
の
で
す
。
子
供
が
い
や
な
悲

し
い
思
い
を
し
て
い
る
の
に
、
た
い
し

た
乙
と
は
な
い
と
無
視
し
た
り
、
あ
る

い
は
、
い
や
な
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
た

人
に
直
接
抗
議
を
す
る
よ
う
な
親
の
態

度
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
供
の
喜
び
、
悲
し
み
、
く
や
し
さ
の

感
情
を
親
が
く
み
と
り
(
一
体
感
を
も

ち
)
、
そ
の
後
、
励
ま
す
、
立
ち
直
り

の
手
助
け
を
す
る
過
程
を
た
ど
る
乙
と

(13)昭和 61年11月 1日発行

が
、
お
も
い
や
り
を
育
て
る
一
つ
の
方

法
で
し
ょ
う
。

お
も
い
や
り
は
、
自
分
と
同
じ
立
場

の
人
や
考
え
の
人
に
も
つ
乙
と
が
た
や

す
い
・
も
の
で
す
が
、
自
分
と
違
う
人
に

対
し
て
は
、
な
か
な
か
難
し
い
'
も
の
で

す
。
た
と
え
ば
、
体
の
健
康
な
子
な
ら

ば
、
体
の
弱
い
子
、
障
害
を
も
っ
た
子

へ
の
お
も
い
や
り
、
い
た
わ
り
、
あ
る

い
は
お
年
寄
り
へ
の
暖
か
い
ふ
れ
あ
い

を
自
然
に
も
て
る
よ
う
に
日
常
生
活
の

中
で
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
乙
れ
は
、

自
分
と
は
違
っ
た
世
代
(
親
子
)
、
自

分
と
は
違
っ
た
性
(
男
女
)
、
自
分
と

は
違
っ
た
人
の
立
場
の
考
え
を
理
解
す

る
ζ

と
か
ら
は
じ
ま
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
考
え
や
価
値
観
が
ち
が

っ
て
い
て
も
、

お
互
い
に
認
め
あ
え
る
よ
う
な
人
間
関

係
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。
よ
り
よ
い

人
間
関
係
が
お
も
い
や
り
の
心
を
育
て

る
も
の
で
し
ょ
う
。

私
達
が
円
滑
な
社
会
生
活
を
営
む
上

で
、
大
切
な
乙
と
は
、
他
人
の
立
場
に

な
っ
て
も
の
ど
と
が
考
え
ら
れ
、
人
の

気
持
ち
、
い
た
み
が
わ
か
る
よ
う
に
な

る
乙
と
、
言
い
か
え
る
と
お
も
い
や
り

が
あ
る
乙
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

〉」
イ
ワ
//ほ
/
土
俳
句

(
敬
称
略
)

虫
の
音
や
一
人
き
り
の
未
を
と
ぐ

ま
ま
ご
と
に
男
の
子
も
は
づ
む
鰯
雲

磯

部

信

与

ま
だ
野
、
氏

、、て
働
く
母
よ
稲
く
る
る

蔦
か
ら
み
記
ふ
洋
の
字
が
読
み
と
れ
ず

長
田
そ
の
子

秋
風
や
母
の
務
-
丸
の
あ
れ
や
、
」
れ

農
日
誌
過
さ
行
く
夏
を
記
し
た
り

小
沢
百
合
子

鉄
線
の
花
の
白
さ
に
句
座
涼
し

白
百
合
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
や
之
の
庭

河

田

好

子

鬼
灯
が
赤
く
男
の
子
が
あ
そ
ぶ

埠
鳴
く
も
う
た
た
寝
の
児
寝
返
り
て

輿
石
さ
ua
代

久
え
え
な
ほ
人
の
寄
る
神
輿
か
な

・
畦
ゆ
け
ば
一
足
ご
と
に
竣
は
ね

内
総
ふ
く
次

秋
涼
し
ひ
た
す
ら
吾
に
え
ひ
来
る
嬰

延
べ
る
手
に
抱
か
れ
未
る
嬰
の
局
涼
し

松

岡

満

子

大
夕
立
土
か
け
し
種
同
ぬ
れ
も
し
て

二
度
咲
き
の
藤
短
か
め
に
活
け
に
け
り

薬

袋

花

枝

氏

名

田
名
網
健
次

三

浦

立

美

塩

津

忠

町

田

紀

子

深

津

俊

之

高
野
江
津
子

吉

田

員

康

寺

岡

明

美

村

松

良

文

草

門

明

子

名

取

賢

杉
山
美
世

竹

川

明

彦

望

月

麻

里

福

島

友

則

藤

野

里

美

田

中

克

己

遠
藤
美
佐
子

み・玖

お

し

水

ず

今
、
グ
水
d

が
大
変
な
ブ
!
ム
と
な

っ
て
い
ま
す
。
環
境
庁
は
「
全
国
一
の

名
水
百
選
」
を
発
表
、
富
士
山
の
伏

お
し

の

は
つ
か
い
3

流
水
を
た
た
え
る
忍
野
八
海
(
山
梨
)
、

み
や
み
ず

灘
の
宮
水
(
兵
庫
)
、
一
養
老
の
滝
・

し

ま
ん
と

菊
水
泉
(
岐
車
)
、
清
流
の
四
万
十

}

川

(
高
知
)
な
ど
の
水
を
が
名
水
H

勉

に

指

定
す
る
一
方
、
厚
生
省
も

d

l

い
し
い
水
'
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発

ド
表
し
て
、

H

お
い
し
い
水
μ

論
議
に

一

一
石
を
投
じ
ま
し
た
。
ス

ー
パ
ー
や

ナ

デ

パ
ー
ト
の

「
水
コ
ー
ナ
ー
」
に
は、

ム
グ
お
い
し
い
水
が
と
銘
打
っ
た
パ
ッ

司ム

ク
商
品
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
消
費
者

向
!

の
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

ιγJ

乙
の

H

お
い
し
い
水
d

の
ブ
l
ム

ν山
が
、
税
金
の
世
界
に
も
あ
る
乙
と
を

卦
レ
御
存
知
で
し
ょ
う
か
?
今
春
、
納

一

税

者
に
脱
税
を
働
き
掛
け
る
ρ

お
い

一
し
い
水
屋
。

!
脱
税
コ

ン
サ
ル
タ
ン

一
卜
が
、
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
ま
し

一
↑
~
。
脱
税
は
割
K
A早
つ
の
で
し
ょ
う
か
?

一

決

し

て
割
に
合
う
も
の
で
は
あ
り
ま

7

一
せ
ん
。

N

天
網
恢
恢
疎
に
し
て
漏
ら
/

一

さ

ず
/μ

の
た
と
え
も
あ
り
ま
す
。
川

一
脱
税
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
の
は
、
お
竹

一
金
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な

V

一

た

が
汗
水
流
し
て
築
い
て
来
ら
れ
た

一
恐
竜
信
用
も
一
挙
に
崩
れ
去
り
豆
9
。
閣

一

日
月
日
日
か
ら
打
日
ま
で
は
「
税
ぶ

一
を
知
る
週
間
」
で
す
。
あ
な
た
も
乙
知

一
の
機
会
に
も
つ
一
度
、
税
に
つ
い
て
腕

一

お
考
え
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
が

一
う
か
/
税
金
は
社
会
の
費
用
を
ま

M

一
か
な
う
共
通
の
会
費
な
の
で
す
。

日

‘' 、
お
め
で
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う
・

昭
和
六
十
一
年
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月
一
日

1
九
月
三
十

日
ま
で
の
届
出
(
敬
称
略
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NOVENBER 

霜月(しもつき)

学園祭

子供去

社交ダンス教室
1歳6ヶ月児健康診査(総合会
館〉

着物着付け教室
ポリオ生ワクチン追加投与(総
合会館)

はんてん作り教室
乳児整形外科検診(総合会館)

3種混合予防接種(総合会館)

⑨文化祭・公民館まつり
母子手帳交付及び一般健康相談日
リハビリ教室(総合会館)

⑨発イヒ

友引

(火)"1着物着付け教室
!結核レントゲン検診・成人病検診

定負 I(西条二区第 l公会堂)

はんてん作り教室
結核レントゲン検診・成人病検診
(西条官公会堂・西条新田公会主お

結核レントゲン検診・成人病検診
(紙漉阿原公会堂・河東中島公会

堂)

結核レントゲン検診・成人病検診
(飯喰集落センター・河西公会堂)

不用犬猫収集日 (1日役場前1

4日、 7日、 11日|カヲス・フヲスチック類

14日、 18日、 21日|毎月
25日、 28日 | ;12日

1 第 2水曜日 j

島
原
区
居

中

岡

地

新

東

越
東
漉
永
地
喰
西
河

押
河
紙
常
築
飯
河
上

「
1
11
l
L
o

「
1
1
1
1
1
1」

毎週 6日、 10日、 13日| 毎 月

第 3水曜日
17日、 20目、 27日

金属類

※可燃物の収集日が祝祭日の場合は収

集業務はいたしませんので次回の

集日をご利用ください。特に今月は

押原・常永地区のみなさまはど注

くださ ~) o

※コーミは必ず町指定の紙袋または荷

を使ってお出しください。ビニー

袋やその他のもので出しであるもの

については収集いたしませんので乙

の乙とは、必ず厳守してください。

※清潔で住みよい生活環境を保つため

にもルールを守り、美しい町づくり

にど協力ください。

26日


